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●
第
１
７
４
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

特
集　

自
治
体
の
未
来
を
切
り
拓
く
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

１　

識
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
切
り
拓
く
未
来
の
社
会
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
小
宮
山
宏
、
小
林
一
美

２　

座
談
会
「
横
浜
の
情
報
戦
略
と
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」

　
　
　
　

─
─
─
─
庄
司
昌
彦
、
杉
浦
裕
樹
、
龍
治
玲
奈
、
鈴
木
隆

３　

国
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組

①
内
閣
官
房
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組
～
世
界
最
先
端
の

Ｉ
Ｔ
国
家
を
目
指
し
て
～　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
早
田
吉
伸

②
総
務
省
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組
─
─
─
─
後
白
一
樹

③
経
済
産
業
省
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
宮
里
孝
則

４　

横
浜
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組
と
課
題

①
横
浜
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進
―
そ
の
意
義
と
目
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
関
口
昌
幸

〈
コ
ラ
ム
〉
横
浜
市
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
関
す
る
推
進
の
た
め
の
指

針
の
策
定　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
編
集
部

②
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
基
盤
を
創
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
御
園
生
智
之
、
太
田
幸
希

②-

２　

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
地
域
情
報
基
盤
──
─
─
─
─
林
正
貴

③
民
間
と
の
協
働
で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
ど
う
進
め
て
い

く
か　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
関
口
昌
幸
、
上
野
直
樹

④
多
様
性
×
技
術
で
起
こ
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
～
か
な
ざ
わ
育
な

び.

ｎ
ｅ
ｔ　
　
　
　
　
　

──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
石
塚
清
香

５　

海
外
・
他
都
市
に
み
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組

①
海
外
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組
─
─
─
庄
司
昌
彦
、
渡
辺
智
暁

②
デ
ー
タ
シ
テ
ィ
鯖
江
の
取
組
～
市
民
主
役
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
～ 　
　
　
　
　
　
　

──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
牧
田
泰
一

③
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
お
け
る
自
治
体
間
連
携
の
必
要
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
三
木
浩
平

〈
コ
ラ
ム
〉
横
浜
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
デ
イ

２
０
１
４

　

─
─
─
─
横
浜
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
発
展
委
員
会

職
員
の
疑
問
に
答
え
る 

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
基
礎
知
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
編
集
部

６　

職
員
座
談
会
：
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
新
し
い
行
政
の
形

                       

──
─
─
─
太
田
幸
希
、
河
合
太
一
、
岩
下
篤
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
宅
史
明
、
石
井
夕
美
、
十
鳥
美
津
子

●
第
１
７
５
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

特
集　

横
浜
の
人
口
を
読
む

１　

は
じ
め
に
～
人
口
を
読
む
視
点
～
─
─
─
─
─
─
─
─
編
集
部

２　

施
策
の
中
の
人
口　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
編
集
部

３　

横
浜
の
人
口
動
向
の
全
体
像
を
つ
か
む
～
人
口
静
態
・
人
口
動

態
か
ら
み
る
特
徴
～　
　

─
─
─
─
─
─
─
宮
坂
彰
志
、
長
山
賢
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
康
弘
、
望
月
正
毅
、
万
年
邦
佳

４　

将
来
人
口
推
計
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
～
見
え
な
い
未
来
と
向
き
合
う

た
め
に
～　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
編
集
部

５　

人
の
移
動
を
読
む
２
つ
の
視
点
～
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
「
駅
周
辺
エ

リ
ア
」
と
「
子
育
て
世
代
」
の
動
態
分
析
～　

──
─
─
─
─
─
林
正
貴

６　

居
住
地
の
選
択
と
定
住
意
向
の
変
化
～
横
浜
市
民
意
識
調
査
か
ら
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
林
正
貴

７　

区
別
人
口
動
態
分
析

①
鶴
見
区　

区
民
は
ど
こ
か
ら
転
入
し
て
い
る
の
か
？
～
隣
接
自
治

体
と
の
連
携
可
能
性
を
考
え
る
～

　
　
　
　

─
─
─
粟
竹
史
明
、
霧
生
浩
司
、
川
原
宏
美
、
佐
藤
裕
子

②
港
北
区　

定
住
層
を
呼
び
込
む
に
は　

～
区
の
人
口
動
態
・
地
域

か
ら
考
え
る
～　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
竹
ノ
内
真
行
、
松
本
貴
之

③
保
土
ケ
谷
区　

人
口
減
少
時
代
の
施
策
立
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
武
内
伸
輔
、
竹
内
健
郎

④
金
沢
区　

金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
を
中
心
と
し
た
居
住
者
特
性

分
析　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
鎌
倉
京
子

書
評
『
神
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
編
集
部

８　

少
子
化
の
構
造
と
動
向
─
40
年
の
過
程
が
問
う
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
金
子
隆
一

９　

海
外
に
お
け
る
子
育
て
支
援
施
策　
　

─
─
─
─
天
野
馨
南
子

10　

お
わ
り
に
～
横
浜
を
取
り
巻
く
「
生
態
系
」
と
と
も
に
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
編
集
部

現
場
か
ら
政
策
を
切
り
拓
く

臨
床
心
理
士
の
配
置
に
よ
る
保
育
園
の
家
庭
支
援
機
能
の
強
化

①
座
談
会
：
求
め
ら
れ
る
虐
待
防
止
と
養
育
支
援

　
　
　

─
─
─
─
増
沢
高
、
濱
陽
太
郎
、
奥
本
千
代
子
、
関
口
昌
幸

②
市
立
保
育
所
を
活
用
し
た
養
育
支
援
強
化
モ
デ
ル
事
業
の
実
践
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

─
─

野
田
晴
子
、
藤
浪
博
子
、
奥
本
千
代
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
山
祐
子
、
中
村
か
お
り

文
化
振
興
課
主
任
調
査
員
研
究
レ
ポ
ー
ト

自
治
体
文
化
資
本
論
の
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ　
　

─
─
─
─
鬼
木
和
浩

調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト

水
辺
か
ら
横
浜
の
風
景
を
創
る
～
Ｓ
Ｕ
Ｐ
で
仕
掛
け
る
水
辺
再
生
～	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
桂
有
生
、
椎
橋
成
年
、
關
佑
也

　

２
０
０
９
年
、「
ガ
バ
メ
ン
ト
２
．
０
」
に
つ
い
て
、
世
界
で
初
め
て
宣
言
さ

れ
た
文
書
の
中
で
、
テ
ィ
ム
オ
ラ
イ
リ
ー
は
、「
政
府
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

な
る
べ
き
だ
」
と
言
っ
た
。

　

政
府
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
？
一
体
、
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
、
こ
の
オ

ヤ
ジ
は
。
そ
れ
だ
け
で
は
、な
い
。「
民
主
主
義
の
た
め
の
ア
プ
リ
コ
ン
テ
ス
ト
」、

「
標
準
化
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
」、「
デ
ー
タ
と
地
図
の
マ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
」、「
リ
ア
ル

タ
イ
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」、
そ
し
て
「
Ｄ
Ｏ　

Ｉ
Ｔ　

Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
」

と
理
解
不
能
な
言
葉
と
概
念
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
。
ア
メ
リ
カ
人
は
、
本
当
に
こ

ら
れ
の
言
葉
を
理
解
し
、
ガ
バ
メ
ン
ト
２
．
０
の
思
想
に
よ
っ
て
、
新
し
い
政
治

と
経
済
の
仕
組
み
を
創
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
い
う
の
が
、
３
年
前

に
こ
の
文
書
を
読
ん
だ
時
の
私
の
率
直
な
感
想
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
３
年
。
私
は
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
実
に
多
く
の

事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
、
研
究
者
や
政
治
家
、
公
務
員
、
そ
し
て
様
々
な

形
で
地
域
の
た
め
に
働
く
市
民
の
方
々
と
出
会
い
、
昼
夜
の
別
な
く
語
り
合
い
、

共
に
汗
を
流
し
た
。
こ
の
協
働
・
共
創
の
過
程
の
中
で
、
心
の
底
か
ら
笑
い
、
怒

鳴
り
、
説
得
し
、
説
き
伏
せ
ら
れ
、
そ
し
て
心
の
中
で
泣
く
と
い
っ
た
日
々
を
繰

り
返
し
た
。

　

そ
の
一
つ
の
結
実
が
今
回
の
調
査
季
報
１
７
６
号
だ
と
す
る
の
な
ら
ば
、
時
代

を
切
り
拓
く
新
し
い
言
葉
や
思
想
は
、
仮
に
研
究
室
の
中
で
た
く
さ
ん
の
本
を
読

ん
だ
と
し
て
も
獲
得
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
血
み
泥
の
実
践
の
中
で
こ
そ
自
分

の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
確
信
す
る
。

　

今
の
私
は
、
テ
ィ
ム
オ
ラ
イ
リ
ー
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
ガ
バ
メ
ン
ト
２
．
０
」

の
本
当
の
意
味
を
、
多
く
の
仲
間
た
ち
と
共
に
噛
み
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ

し
て
、
今
、
横
浜
は
世
界
の
中
で
も
っ
と
も
「
ガ
バ
メ
ン
ト
２
．
０
」
に
近
い
自

治
体
の
一
つ
だ
と
思
う
。�

(

関
口
）

　
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
今
回
の
調
査
季
報
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

上
げ
る
に
当
た
り
、「
伽
藍
と
バ
ザ
ー
ル
」（
エ
リ
ッ
ク
・
Ｓ
・
レ
イ
モ
ン
ド
著
）

を
久
々
に
読
み
返
し
て
み
た
。

　

も
と
よ
り
こ
の
本
は
主
と
し
て
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
プ

ロ
セ
ス
を
考
察
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
エ
リ
ッ
ク
が
擬
え
た
「
伽
藍
」

と
「
バ
ザ
ー
ル
」
の
対
比
の
鮮
や
か
さ
か
ら
は
、
よ
り
普
遍
的
な
意
味
を
感
じ
と

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
伽
藍
」
は
原
著
で
は"Cathedral"

、
す
な
わ
ち
大
聖
堂
で
あ
り
、
そ
の
威
容

は
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
・
モ
デ
ル
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。と
は
い
え
大
聖
堂
も
様
々

で
あ
る
。
世
界
最
大
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
物
で
あ
り
、
世
界
遺
産
に
も
な
っ
て
い
る

ケ
ル
ン
大
聖
堂
は
建
築
開
始
か
ら
完
成
ま
で
に
六
百
年
以
上
を
要
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
一
方
、
同
様
に
世
界
遺
産
と
な
っ
て
い
る
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
、

ガ
ウ
デ
ィ
の
突
然
の
死
に
よ
り
永
遠
に
完
成
し
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

全
世
界
か
ら
多
く
の
叡
智
が
結
集
し
、
今
や
ガ
ウ
デ
ィ
没
後
百
周
年
で
も
あ
る
２

０
２
６
年
ま
で
の
完
成
が
見
え
て
き
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
我
ら
が
横
浜
駅
は
「
日
本
の
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
」
と
呼

ば
れ
て
久
し
い
け
れ
ど
も
、
本
家
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
如
く
、
様
々
な
人
々

や
団
体
が
地
域
や
社
会
の
課
題
解
決
に
向
け
て
一
座
建
立
で「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

を
創
り
出
す
、
正
に
知
的
喧
騒
に
満
ち
た
「
バ
ザ
ー
ル
」
が
こ
の
地
に
立
ち
上
る
、

そ
の
萌
芽
を
確
か
に
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
も
う
す
ぐ
春
で
す

ね
。�

（
長
谷
川
）

編
集
後
記


